
「おすし、流れま～す！」 

お寿司がテーブルへ。もちろん手動です… 

 

 

 

                                     

    

 

回覧 

 

地域のみなさま、こんにちは。朝晩、冷え込むようになってきましたが、お元気でお過ご

しでしょうか。西春近南保育園の子どもたちは、いろいろな経験を積みながら秋の深まりと

ともに、さらに逞しく元気いっぱい成長しています。早いもので今年も、あと一か月余りと

なりましたが、秋の保育園の様子や子どもたちの姿を紹介します。 

 

  

 ９月には運動会、10月には遠足やカレーパーティーなど行事もたくさんあり

ました。戸外での遊びも盛んで、子どもたちは登園すると園庭に飛び出し、

砂や赤土はもちろん、タイヤや塩ビ管、端材などを工夫して使い、思い思い

のあそびを楽しんでいます。 

 

こちらは、カレー屋さん。フライ

パンでカレーを作っています。 

みなみっこ通信 

令和３年１１月 

西春近南保育園 

 

回転寿司やさんごっこ。「おすしは、こうやって握るんだよ」 



「真っ赤で、お尻が黄色い 

リンゴがおいしいんだって！」 

ゴマ、磯辺、きなこの三色餅にして

お昼にいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

保育園の畑で育てたサツマイモを掘りました。びっくりするほど大きく育った

サツマイモもあり、子どもたちも大喜びでした。また、今年も保育園近くの浦

野さんのリンゴ畑ではリンゴを自分の手で収穫するという貴重な体験もさせて

いただきました。 

 

秋を満喫した子どもたち。１２月には発表会「たのしいあつまり」やクリスマス会が予定されて

います。寒くなってきますが、戸外でもたくさん遊んで元気いっぱい過ごしたいと思います。 

「ここにも おいもがあるよ！」 

 

11月 2日には餅つきをしま

した。子ども用の杵を使って

順番に餅つき体験。力を入れ

てペッタン、ペッタン！ 

「がんばれ～」「よいしょ、

よいしょ！」と応援にも力が

入りました。 


